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東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
９
年

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
全
国
の

皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
心
温
ま
る

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
福
島
県
で
は
、
観
光
客
の
入
り
込

み
が
震
災
前
の
９
割
を
超
え
る
水
準

ま
で
回
復
す
る
な
ど
、
着
実
に
観
光

復
興
が
進
む
一
方
で
、
根
強
い
風
評

等
に
よ
り
、
教
育
旅
行
に
つ
い
て
は

震
災
前
の
７
割
程
度
に
と
ど
ま
る
な

ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
震
災
直
後
に
壊
滅

的
な
落
ち
込
み
を
記
録
し
た
外
国
人

宿
泊
者
数
に
つ
い
て
は
、
毎
年
１
・

２
か
ら
１
・
３
倍
ず
つ
回
復
し
、
平

成

年
の
実
績
が
震
災
後
最
多
と
な

る

万
人
泊
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
間
の
全
国
的
な
外
国
人
観

光
客
の
大
幅
な
増
加
に
は
全
く
追
い

つ
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
今
後
、
さ
ら
な
る
観
光
復
興
に
向

け
、
福
島
県
で
は
二
つ
の
取
り
組
み

を
中
心
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

一
つ
は
、「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」。

復
興
に
歩
む
福
島
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
（
光
と
影
）
を
見
て
も
ら
い
、
各

分
野
で
復
興
に
正
面
か
ら
向
き
合
う

人
々
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
福
島
で

起
き
た
こ
と
を
「
自
分
事
」
と
し
て

捉
え
、
今
後
に
ど
う
生
か
し
て
い
く

か
考
え
る
学
び
の
旅
で
、
今
年
１
月

に
首
都
圏
旅
行
会
社
の
皆
さ
ま
に
ご

説
明
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
大
き
な
反

響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
外
国
人
観
光
客
の

最
大
の
関
心
事
で
あ
る
食
に
焦
点
を

当
て
、
福
島
な
ら
で
は
の
食
の
魅
力

に
よ
る
誘
客
や
、
福
島
の
食
を
実
際

に
体
験
し
て
い
た
だ
く
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
外
国
人
観

光
客
の
さ
ら
な
る
増
加
を
図
る
と
と

も
に
、
福
島
の
食
の
魅
力
や
安
全
性

に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
普
及
、
浸

透
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が
経
過
し
た
。
被

災
し
た
東
北
各
県
で
は
観
光
復
興
が
着
実
に
進

む
一
方
、
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
が
残
る

な
ど
課
題
も
多
い
。
官
民
の
観
光
関
係
者
は
関

連
事
業
を
各
地
で
行
い
、
被
害
の
払
拭

ふ
っ
し
ょ
く

な
ど

課
題
の
解
決
に
努
め
て
い
る
。

７氏によるパネルディスカッション

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子

　
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
や
教
訓
を

語
り
継
ぐ
「
第
２
回
東
北
被
災
地
２

０
１
９
・
語
り
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
あ

の
日
か
ら

年
・
１
０
０
年
・
１
０

０
０
年
先
の
未
来
へ
、
み
ん
な
が
語

り
部
）
」
が
２
月

日
、
宮
城
県
南

三
陸
町
の
ホ
テ
ル
観
洋
で
開
か
れ

た
。
国
内
外
か
ら
４
０
０
人
超
が
参

加
し
、
震
災
の
体
験
を
後
世
へ
伝
承

す
る
方
策
や
震
災
遺
構
の
保
存
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。
ホ
テ
ル
観
洋
の

主
催
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、分
科
会
の
２
部
構
成
で
行
っ
た
。

　
ホ
テ
ル
観
洋
の
阿
部
隆
二
郎
副
社

長
は
「
語
り
部
に
よ
り
、
（
震
災
の

記
憶
が
）
子
々
孫
々
ま
で
語
り
継
が

れ
る
。
い
つ
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
得

る
自
然
災
害
に
備
え
、
防
災
、
減
災

意
識
を
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中
に

広
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
み
ん
な
が
語
り
部
」を
テ
ー
マ
に
、

被
災
地
の
パ
ネ
リ
ス
ト
ら
が
意
見
を

述
べ
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
野
村
勝
氏
（
神
戸

市
・
人
と
未
来
防
災
セ
ン
タ
ー
語
り

部
）
、
二
橋
守
氏
（
岩
手
県
宮
古
市

・
三
陸
鉄
道
旅
客
営
業
課
長
）
、
山

内
明
美
氏
（
仙
台
市
・
宮
城
教
育
大

学
准
教
授
）
、
後
藤
一
磨
氏
（
南
三

陸
町
・
南
三
陸
復
興
み
な
さ
ん
会
代

表
）
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
高
野

登
氏
（
東
京
都
・
人
と
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
研
究
所
代
表
）
、
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
を
結
城
登
美
雄
氏
（
民
俗
研

究
家
）
が
務
め
た
。

　
分
科
会
は
「
震
災
遺
構
の
保
存
と

役
割
に
つ
い
て
考
え
る
」
「
災
害
を

知
る
世
代
か
ら
知
ら
な
い
世
代
へ
つ

な
ぐ
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
児
童
・

生
徒
ら
に
よ
る
発
表
や
意
見
交
換
が

あ
っ
た
。

モデルの武田玲奈さんを交えたトークセッション

郷土料理のコーナーに各県のゆるキャラが登場

　
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
８
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
復
旧
・
復
興
の
た

め
に
、
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の

ご
支
援
や
励
ま
し
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
岩
手
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
民
一

丸
と
な
っ
て
東
日
本
大
震
災
津
波
か

ら
の
復
旧
・
復
興
の
取
り
組
み
を
進

め
て
き
て
お
り
、
観
光
分
野
に
お
い

て
は
、
昨
年
は
東
北
絆
ま
つ
り
２
０

１
８
盛
岡
の
開
催
や
、
宮
古
―
室
蘭

間
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
開
設
等
を
契

機
と
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し

た
。ま
た
台
北
、上
海
国
際
定
期
便
の

就
航
に
伴
い
、
さ
ら
な
る
増
加
が
期

待
さ
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に

向
け
て
、
東
北
各
県
と
も
連
携
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
受
け
入
れ
態
勢

整
備
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
平

成

年
の
岩
手
県
へ
の
外
国
人
宿
泊

者
数
は
震
災
前
の
水
準
を
大
き
く
上

回
り
、
過
去
最
多
と
な
る
な
ど
、
着

実
に
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
今
月

日
に
震
災
か
ら

の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
三
陸
鉄

道
「
リ
ア
ス
線
」
が
開
通
す
る
と
と

も
に
、
三
陸
地
域
全
体
を
舞
台
と
す

る
広
域
的
、
総
合
的
な
防
災
復
興
行

事
で
あ
る
「
三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
２
０
１
９
」
の
開
催
や
、

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

１
９
Ｔ
Ｍ
」
釜
石
開
催
が
予
定
さ
れ

る
な
ど
、
岩
手
県
が
国
内
外
か
ら
注

目
を
集
め
る
年
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
を
捉
え
、
３
月

日
か

ら

月

日
ま
で
、
「
い
わ
て
幸
せ

大
作
戦

～
美
食
・
絶
景
・
イ
ベ
ン

ト
、『
黄
金
の
國
、い
わ
て
。』～
」

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
た
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
オ

ー
ル
岩
手
で
、
岩
手
の
観
光
の
魅
力

を
磨
き
上
げ
、
復
興
と
そ
の
先
を
見

据
え
た
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
宮
城
県
は
、
国
内
外
の
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
や
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
歩
み
を
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
本
県
で

は
、
観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

を
復
興
の
原
動
力
の
一
つ
に
す
べ
く

大
型
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

す
る
な
ど
、
観
光
復
興
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
震

災
直
後
に
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
観
光

客
数
は
、
平
成

年
に
震
災
前
の
平

成

年
を
上
回
り
、
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
震
災
の
被
害
が
大
き
か

っ
た
沿
岸
部
の
観
光
客
入
込
数
は
震

災
前
の
約
８
割
ま
で
し
か
回
復
し
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
全
国
的
に
外
国
人

宿
泊
者
数
が
増
加
す
る
中
で
、
東
北

地
方
は
外
国
人
誘
客
の
面
で
他
地
域

に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　
宮
城
県
と
し
て
は
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
観
光
誘
客
拡

大
を
図
る
た
め
、
来
年
度
は
「
親
子

３
世
代
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
」
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で

は
人
気
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
、


月
か
ら
３
月
ま
で
は
「
ポ
ケ
モ
ン

『
ラ
プ
ラ
ス
』
」
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。
家
族
で
楽
し
め

る
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
を
中
心

に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
動
画
な
ど
に

よ
り
宮
城
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま

す
。

　
宮
城
へ
お
越
し
の
際
に
は
、
皆
さ

ま
を
最
高
の
笑
顔
と
食
材
で
お
迎
え

し
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
心
か
ら
お
も
て
な
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お

越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
の
風
化
を

防
ご
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
２
月


日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
。
福
島

県
の
内
堀
雅
雄
知
事
を
は
じ
め
、
東

北
４
県
の
関
係
者
が
復
興
へ
の
取
り

組
み
を
語
っ
た
ほ
か
、
物
産
販
売
、

工
芸
品
の
製
作
体
験
な
ど
の
各
コ
ー

ナ
ー
で
東
北
各
地
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
東
京
都
と
、
青
森
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
東
北
４
県
の

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
「
復
興
応

援
・
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
ｉ

ｎ
東
京
」
。
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
東
京
都
千
代
田
区
）
を
会
場
に
、

一
般
消
費
者
ら
を
集
め
て
行
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
福
島
県
の
内

堀
知
事
と
、
東
京
都
の
小
池
百
合
子

知
事
、
渡
辺
博
道
復
興
相
が
登
壇
。

内
堀
知
事
は
「
震
災
か
ら
間
も
な
く

８
年
。
東
北
の
復
興
は
着
実
に
進
ん

で
い
る
一
方
、
難
し
い
課
題
も
抱
え

て
い
る
。
解
決
の
た
め
、
東
北
の
メ

ン
バ
ー
は
心
を
一
つ
に
挑
戦
を
続
け

て
い
る
。
一
番
の
力
に
な
る
の
は
皆

さ
ま
の
応
援
だ
。
温
か
い
応
援
を
背

に
、
未
来
に
向
け
て
が
ん
ば
る
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
小
池
知
事
は
「
都
は
延
べ
３
万
人

を
超
え
る
職
員
を
東
北
に
派
遣
し
、

支
援
を
行
っ
て
き
た
。
今
も

人
の

職
員
が
現
地
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火

リ
レ
ー
は
福
島
県
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
。
こ
れ
は
（
復
興
の
）
一
つ
の
象

徴
だ
。
競
技
は
福
島
県
で
野
球
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
宮
城
県
で
サ
ッ
カ
ー

が
行
わ
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、

被
災
者
の
方
々
が
元
気
を
取
り
戻
し

て
く
れ
れ
ば
」
と
述
べ
た
。

　
渡
辺
復
興
相
は
イ
ベ
ン
ト
前
日
か

ら
放
送
さ
れ
た
復
興
庁
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
紹
介
。
「
福
島
に
つ

い
て
『
知
っ
て
も
ら
う
』
『
食
べ
て

も
ら
う
』
『
来
て
も
ら
う
』
こ
と
が

趣
旨
。
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
福
島

県
い
わ
き
市
出
身
の
モ
デ
ル
・
女
優

の
武
田
玲
奈
さ
ん
が
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
参
加
。
「
食
べ
物
が
お
い
し

く
、
温
泉
も
い
い
。
海
水
浴
、
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
も
楽
し
め
る
」
と
地
元
の

魅
力
を
語
っ
た
ほ
か
、
６
月
１
、
２

日
に
福
島
市
で
開
か
れ
る
「
東
北
絆

ま
つ
り
」
に
触
れ
、
「
東
北
の
魅
力

が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
祭
り
。
６
月

は
絆
ま
つ
り
、
８
月
は
各
地
の
祭
り

の
本
番
に
来
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

　
東
北
４
県
の
関
係
者
は
復
興
に
向

け
た
「
新
し
い
取
り
組
み
」
を
語
っ

た
。
青
森
県
は
八
戸
ハ
マ
リ
レ
ー
シ

ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
狩
昌
幸
幹

事
が
同
県
八
戸
市
で
毎
年
冬
に
行
っ

て
い
る
「
八
戸
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
フ
ェ

ス
タ
」
、
岩
手
県
は
三
陸
鉄
道
の
中

村
一
郎
社
長
が
「
震
災
学
習
列
車
」

な
ど
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
運
行
、
宮
城

県
は
リ
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
の
松
村
豪
太
事

務
局
長
が
同
県
石
巻
市
で
２
０
１
７

年
か
ら
行
っ
て
い
る
食
と
音
楽
と
現

代
ア
ー
ト
の
総
合
展
「
リ
ボ
ー
ン
ア

ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
各
取

り
組
み
を
語
っ
た
。

　
福
島
県
か
ら
は
同
県
の
復
興
を
支

援
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ
シ
ノ
ジ
ュ

ン
コ
氏
が
登
壇
。
コ
シ
ノ
氏
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
食
器
や
ろ
う
そ
く
な
ど
、

同
県
の
工
芸
品
の
制
作
事
例
を
述
べ

た
。

　
場
内
に
は
赤
べ
こ
、
起
き
上
が
り

小
法
師
な
ど
東
北
の
工
芸
品
の
製
作

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
楽
し
ん
だ
。
各
県
の
物

産
と
郷
土
料
理
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
に

は
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。

　
桜
を
題
材
に
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
復
興
を
目
指
す
東
北
の
行
政
、

旅
行
会
社
、
金
融
機
関
な
ど
官
民
で

組
織
す
る
「
東
北
・
夢
の
桜
街
道
推

進
協
議
会
」
（
会
長
＝
細
野
助
博
・

中
央
大
学
大
学
院
教
授
）
は
２
月


日
、
東
京
都
内
で
「
東
北
復
興
支
援

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
い
た
。
東
北

の
観
光
振
興
や
復
興
に
関
わ
る
関
係

者
が
登
壇
し
、
復
興
に
向
け
て
の
取

り
組
み
や
提
言
を
述
べ
た
。
協
議
会

が
推
進
す
る
東
北
の
桜
巡
り
や
酒
蔵

巡
り
事
業
を
一
層
周
知
す
べ
き
と
の

声
が
多
く
挙
が
っ
た
。

　
東
北
の
桜
巡
り
事
業
「
東
北
・
夢

の
桜
街
道
」
は
、
東
北
各
地
に
点
在

す
る
桜
の
名
所
を
復
興
へ
の
祈
り
を

捧
げ
な
が
ら
観
光
客
ら
に
巡
っ
て
も

ら
う
事
業
。

　
協
議
会
は
「
桜
の
札
所
・
八
十
八

カ
所
」
と
し
て
、
一
番
の
「
三
春
滝

桜
」
（
福
島
県
三
春
町
）
か
ら
八
十

八
番
の
「
弘
前
公
園
」
（
青
森
県
弘

前
市
）
ま
で
、
合
計

カ
所
の
〝
札

所
〟
を
設
定
。
宿
泊
券
な
ど
が
当
た

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
っ
て
い

る
。事
業
に
は
旅
行
会
社
も
参
画
し
、

札
所
巡
り
の
ツ
ア
ー
を
造
成
、
販
売

し
て
い
る
。

　
協
議
会
で
は
通
年
観
光
を
推
進
す

る
た
め
、
春
以
外
の
季
節
も
東
北
の

名
所
を
巡
る
企
画
を
実
施
。
夏
は
祭

り
を
巡
る
「
東
北
祭
り
街
道
」
、
秋

は
酒
蔵
と
紅
葉
と
温
泉
を
巡
る
「
東

北
酒
蔵
街
道
」
、
冬
は
雪
景
色
を
巡

る
「
東
北
雪
見
街
道
」
を
行
っ
て
い

る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
関
係
者
７
氏

が
登
壇
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。
日
本
観
光
振
興
協

会
の
久
保
田
穣
副
理
事
長
は
、
東
北

観
光
の
復
興
状
況
を
数
字
を
挙
げ
て

解
説
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
言
及
し
、

「
２
０
１
０
年
と

年
の
比
較
で

は
、
他
の
地
域
が
３
０
０
％
（
の
伸

び
率
）
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
、

東
北
は
１
３
０
～
１
４
０
％
。た
だ
、

逆
に
い
え
ば
、
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
秘
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ア

ジ
ア
の
観
光
客
の
６
割
が
リ
ピ
ー
タ

ー
。
次
の
訪
問
地
を
探
す
時
、
大
き

な
選
択
肢
と
な
る
の
が
東
北
だ
」
と

述
べ
た
。

　
久
保
田
氏
は
さ
ら
に
、
「
外
国
人

が
行
い
た
い
こ
と
の
上
位
が
四
季
の

体
験
。桜
街
道
は
有
効
な
事
業
だ
が
、

導
線
を
作
ら
な
け
れ
ば
ほ
か
の
地
域

に
お
客
さ
ま
が
流
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も

に
、
サ
イ
ト
を
工
夫
し
て
、
東
北
へ

の
導
線
を
作
る
べ
き
だ
」
と
提
言
し

た
。

　
山
形
県
か
み
の
や
ま
温
泉
「
日
本

の
宿
古
窯
」の
佐
藤
洋
詩
恵
社
長
は
、

風
評
に
よ
り
観
光
客
が
ほ
と
ん
ど
い

な
く
な
っ
た
当
時
を
述
懐
。
東
北
の

女
将
が
ま
と
ま
り
中
央
省
庁
や
旅
行

会
社
を
訪
問
し
、
被
害
の
払
拭
に
努

め
た
当
時
の
様
子
を
述
べ
、
今
後
も

そ
の
払
拭
に
努
め
る
と
し
た
。

　
日
中
科
学
技
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の

グ
リ
ザ
テ
ィ
・
バ
ヤ
ハ
メ
テ
ィ
常
務

理
事
は
、「
温
か
い
人
情
、祭
り
と
、

東
北
に
は
素
晴
ら
し
い
素
材
が
多

い
。
し
か
し
、
中
国
で
知
る
人
は
少

な
い
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
日
本

を
訪
れ
よ
う
と
い
う
学
生
が
、
手
続

き
が
煩
雑
で
断
念
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
海
外
へ
の
宣
伝
強
化
と
国
の
手

続
き
の
簡
素
化
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
た
。


